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し
に
向
か
う
。
そ
こ
で
サ
メ
の
化
身
で
あ
る
豊
玉
姫
と
出
会
い
、
恋
に

落
ち
る
。
さ
ら
に
豊
玉
姫
の
父
で
あ
る
海
神
（
ワ
ダ
ツ
ミ
）
の
信
頼
を

勝
ち
取
り
、
釣
り
針
を
返
し
て
も
ら
っ
た
上
に
、
塩
の
満
ち
引
き
を
操

る
珠
を
も
ら
う
こ
と
に
成
功
す
る
。

 

そ
の
後
、
山
幸
彦
は
豊
玉
姫
を
連
れ
て
陸
に
帰
り
、
兄
の
海
幸
彦
を
従
え

る
事
に
な
る
。
我
々
が
子
供
の
時
に
読
ん
だ
神
話
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。

 

子
供
へ
の
影
響
を
考
え
て
フ
ァ
ジ
ー
な
表
現
に
し
て
い
た
よ
う
な
の
だ

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
娘
婿
で
あ
る
山
幸
彦
を
応
援
す
る

た
め
に
海
神
は
山
幸
彦
の
宿
敵
で
あ
る
海
幸
彦
に
呪
い
を
か
け
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
海
神
の
呪
い
に
よ
り
海
幸
彦
は
零
落
し
、
妖

怪
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
で
は
、
な
ぜ
ア
マ
ヒ
コ
や
ア
マ
ビ
エ
は

三
本
の
足
と
く
ち
ば
し
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
簡
単
で

あ
る
。
弟
の
山
幸
彦
と
豊
玉
姫
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
の
子
供
が
神
武

天
皇
で
あ
り
、
神
武
天
皇
が
東
征
す
る
際
に
先
達
を
務
め
た
の
が
三
本

の
足
を
持
つ
八
咫
烏
な
の
だ
。

 

言
い
換
え
れ
ば
、
弟
の
孫
の
先
達
を
務
め
た
八
咫
烏
と
同
じ
よ
う
な
姿

に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
海
幸
彦
は
三
本
の
足
と
く
ち
ば
し
と

い
う
奇
怪
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。」
記
事
の
内
容
の
是
非
は

今
回
は
問
わ
な
い
。

（
11
） 「
ア
マ
ビ
エ
ブ
ー
ム
で
見
逃
さ
れ
た
こ
と　
民
俗
学
者
が
つ
づ
る
「
物

言
う
魚
」
の
本
質　
ネ
ッ
ト
時
代
の
「
予
言
獣
」
の
役
割
」（https://

QHZ
V�\DKRR�FR�MS�DUWLFOHV���D�G��DG�I��HH����൵�G���EG�G�

1370f3e62?page=2　
二
〇
二
〇
年
八
月
十
五
日
閲
覧
）

（
12
） 「
新
型
コ
ロ
ナ
封
じ
で
流
行
中
の
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
正
体
と
は
？ 

本

気
の
ア
マ
ビ
エ
研
究
者
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
！
【
ふ
ー
ぽ
コ

ラ
ム
】」（https://fupo.jp/article/am

abie/　
二
〇
二
〇
年
十
月
三
十
日

閲
覧
）」

（
13
） 

一
休
「
続
！
あ
ま
び
え
ち
ゃ
ん
」（https://w

w
w.pixiv.net/artw

orks/ 
80004497　

二
〇
二
〇
年
八
月
十
五
日
閲
覧
）
同
日
、
三
月
九
日
に

同
イ
ラ
ス
ト
は
先
にTw

itter

に
投
稿
さ
れ
た
。（https://tw

itter.
com

/ikkyu019/status/1236937232755249152?s=06

）

（
14
） 

三
遊
亭
白
鳥
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
白
鳥
チマ

マ

ャ
ネ
ル
「
凄
く
小
さ
な
女
の
子
に

会
っ
た
実
録
不
思
議
体
験
」

 

（https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=xQ

R
m

xG
H

4FM
0　

二
〇
二
〇
年
五
月
三
十
一
日
公
開　
二
〇
二
〇
年
八
月
二
日
閲
覧
）

（
15
） 「
三
遊
亭
白
鳥
の
湖
」（http://w

w
w

7b.biglobe.ne.jp/~hakutyou3/　

二
〇
二
〇
年
八
月
十
五
日
閲
覧
）

（
16
） 

木
下
浩
『
岡
山
の
妖
怪
事
典
：
妖
怪
編
』
二
〇
一
四　
日
本
教
育
出
版　

に
「
輪
入
道
【
倉
敷
市
】
玉
島
警
察
署
の
前
の
道
を
輪
入
道
が
通
過
し

た
の
を
見
た
」
と
い
う
話
が
載
る
。「
輪
入
道
」
は
鳥
山
石
燕
の
描
い

た
妖
怪
で
、
具
体
的
に
口
承
は
さ
れ
て
い
な
い
。
現
代
で
は
水
木
し
げ

る
の
漫
画
な
ど
に
登
場
す
る
な
ど
知
名
度
は
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
。

（
17
） 『
日
本
俗
信
辞
典　

植
物
編
』
二
〇
二
〇　

K
A

D
O

K
AW

A

　

に
は

「
タ
ケ
に
花
が
咲
く
と
国
に
一
大
事
が
起
き
る
（
秋
田
）、
実
が
な
る
の

は
戦
争
の
兆
（
千
葉
・
宮
崎
）、
花
が
咲
く
と
世
の
中
が
悪
い
（
青

森
）。」
な
ど
竹
の
花
の
凶
事
が
載
っ
て
い
る
。

 

（
な
が
し
ま
・
ひ
ろ
き
／
公
立
中
学
校
教
員
）

【
緊
急
特
集
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
と
口
承
文
芸
研
究
】

コ
ロ
ナ
禍
伝
承
の
可
能
性

　

 

―
コ
ト
バ
・
フ
レ
ー
ズ
・
ハ
ナ
シ
の
発
生
を
め
ぐ
っ
て
―

米 

屋　
陽 
一

は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
、
政
府
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
た
。

そ
の
日
か
ら
日
常
は
非
日
常
に
な
っ
た
。
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、
三
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）、
マ
ス
ク
を
着
用
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

（
社
会
的
距
離
）
を
保
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
全
国
の
学
校
は
休
校
、
企

業
・
公
共
機
関
な
ど
は
臨
時
休
業
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
大
学
、
医
療
現
場
、

地
域
、
家
庭
…
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
新
し
い
日
常
、
新

し
い
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
・
週
刊
誌
・
月
刊
誌
・
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
は
、
毎
日
の
よ
う
に
新
語
・

造
語
・
カ
タ
カ
ナ
言
葉
・
医
療
関
連
の
専
門
用
語
な
ど
で
あ
ふ
れ
て
お
り
、

難
し
い
語
彙
は
理
解
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
。

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
、
真
偽
不
明
の
デ
マ
・
う
わ
さ
話

が
飛
び
交
い
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ハ
ナ
シ
が
発
生
し
て
ゆ
く
。
ま
た
、

予
期
せ
ぬ
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
・
事
件
が
勃
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ト

バ
・
フ
レ
ー
ズ
・
ハ
ナ
シ
の
数
々
を
口
承
文
芸
学
の
立
場
か
ら
、〈
目
前
の

出
来
事
〉〈
現
在
の
事
実
〉（
柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
』
初
版
序
文
）
と
し

て
記
録
し
、〈
こ
の
こ
と
を
書
き
の
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
〉（
原
民
喜
『
夏

に
花
』）
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
筆
者
の
元
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
届
い
た

資
料
や
収
集
し
た
資
料
を
整
理
・
記
録
し
、「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
し
て
ま
と

め
て
み
た
。

一　

 

コ
ロ
ナ
禍
状
況
下
の
ハ
ナ
シ
の
発
生
１
・
チ
エ
ー
ン
メ
ー

ル
（
チ
エ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
中
国
・
武
漢
で
起
こ
っ
て
い
る

最
中
に
、
信
頼
し
て
い
る
あ
る
友
人
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
送
信
さ
れ
て
き
た
。

発
信
源
は
ど
こ
か
ら
か
不
明
で
あ
っ
た
が
、「
友
人
の
誰
々
の
誰
々
…
」
と

記
し
て
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
チ
エ
ー
ン
メ
ー
ル
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ

た
。
送
信
し
た
友
人
は
、
事
実
だ
と
信
じ
最
新
情
報
と
し
て
仲
間
に
発
信
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し
た
の
だ
と
思
っ
た
。
悪
気
は
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
コ
ロ
ナ
関

連
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
筆
者
に
届
い
た
「
コ
ロ

ナ
チ
エ
ー
ン
メ
ー
ル
」
お
よ
び
関
連
す
る
メ
ー
ル
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す

る
。

〈
事
例
①
〉〈
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
三
日
、
千
葉
・
市
川
市
在
住
の
友
人

Ａ
さ
ん
（
六
〇
代
女
性
）
か
ら
〉〈
私
の
高
校
時
代
の
友
達
の
ご
主
人
の
友

人
か
ら
の
情
報
で
す
。〉〈
友
人
の
Ａ
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
転
送
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
情
報
で
す
。〉〈
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
情

報
が
あ
り
ま
し
た
の
で
シ
ェ
ア
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。〉

〈
同
級
生
の
甥
が
、
修
士
号
を
取
得
し
て
卒
業
し
深
圳
病
院
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
、
彼
は
新
型
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
を
研
究
す
る
た
め
に
武
漢

へ
転
勤
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
彼
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
風
邪
気
味
に
な
っ

た
場
合
、
そ
の
症
状
に
鼻
水
と
痰
が
出
る
場
合
、
そ
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
肺
炎
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
事
を
私
の

家
族
・
親
戚
や
友
人
全
員
に
伝
え
る
よ
う
に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
は
鼻
水
を
伴
わ
な
い
乾
い
た
咳
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
は
そ
れ
を
識
別
す
る
最
も
簡
単
な
方
法
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
は

ま
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
冠
状
動
脈
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
は
耐
熱
性
は
な
く
、

26
〜
27
度
の
温
度
で
殺
せ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
イ
ル

ス
は
防
ぐ
た
め
に
は
お
湯
を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
運
動
す
る
と
、
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
熱
が
あ
る
場
合
は
、
身
体
を
温
め
て
、
生
姜
ス
ー
プ
を
飲
ん
で
体
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
し
な
く
も
良
い
で

す
。
よ
り
多
く
の
生
姜
、
ニ
ン
ニ
ク
、
唐
辛
子
、
胡
椒
を
た
く
さ
ん
食
べ

る
と
良
い
で
す
。
甘
い
も
の
や
、
酸
味
の
多
い
も
の
、
塩
分
の
摂
取
は
少

な
目
に
し
、
寒
い
と
こ
ろ
へ
は
行
か
な
い
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
太
陽
に
さ
ら
さ
れ
る
と
完
全
に
消
え
ま
す
。
全
て
の
人
が
こ

の
事
を
共
有
し
て
相
互
に
助
け
合
っ
て
下
さ
い
。〉

〈
事
例
②
〉〈
二
月
二
十
四
日
、
東
京
・
小
平
市
在
住
の
友
人
Ｂ
さ
ん
（
七
〇

代
女
性
）
か
ら
〉〈
中
国
か
ら
帰
っ
た
主
人
の
情
報
で
は
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
は
、
研
究
室
で
合
成
し
て
作
っ
た
も
の
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
事
故
だ

と
い
う
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
研
究
費
が
出
て
い
て
、
学
会
に
発
表
も

し
た
ら
し
い
。
以
前
流
行
し
た
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
合
成
し
た
の
で
、
そ
れ

用
の
対
策
薬
、
ワ
ク
チ
ン
は
効
く
の
だ
と
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
テ
レ
ビ
で

も
や
っ
て
い
る
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ネ
ッ
ト
に
も
出
て
い
る
と
。
チ
エ
ー
ン

メ
ー
ル
み
た
い
な
の
で
信
憑
性
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。〉

〈
事
例
③
〉〈
二
月
二
十
五
日
、
東
京
・
品
川
区
在
住
の
友
人
Ｃ
さ
ん
（
四
〇

代
女
性
）
か
ら
〉〈
医
療
機
関
に
勤
め
て
い
る
方
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
策
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
私
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
に
共
有

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
是
非
拡
散
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。〉〈
自
己
防
衛
が
最
重

要
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
非
常
に
熱
に
弱
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
耐
熱
性
に
乏
し
く
、
26
―
27
度
の
温
度
で
殺
傷
し
ま
す
。
な
の
で
、

よ
り
多
く
の
お
湯
を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
湯
を
飲
む
こ
と
は
す
べ
て
の

ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
も
効
果
的
。
冷
た
い
も
の
は
厳
禁
で
す
。

二
月
末
か
ら
三
月
末
は
ウ
イ
ル
ス
が
沢
山
発
生
し
ま
す
。
外
出
時
も
温

か
い
お
茶
な
ど
を
ポ
ッ
ト
で
持
ち
歩
い
て
飲
ん
で
下
さ
い
。ポ
ッ
ト
を
持
っ

て
出
か
け
ら
れ
な
い
時
は
出
先
で
熱
い
お
湯
や
白
湯
を
調
達
し
て
頻
繁
に

飲
む
よ
う
に
。〉〈
国
の
対
策
が
後
手
後
手
に
な
っ
て
い
る
今
、
個
人
そ
れ

ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
、
こ
れ
以
上
広
ま
ら
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ

れ
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！
〉〈
補
足　
カ
テ
キ
ン
入
り
の
お
茶
と
体
温

よ
り
熱
い
お
風
呂
有
効
で
す
。
カ
テ
キ
ン
は
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
、
お
風
呂　

免
疫
力
高
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
ホ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意
で
す
。
そ
れ
と
、

潜
伏
期
間
は
二
十
七
日
と
思
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
民
間
の
研
究
機
関

（
医
科
大
学
）
及
び
海
外
（
ア
メ
リ
カ
）
か
ら
の
情
報
で
す
。〉

〈
福
岡
の
医
療
機
関
（
医
科
大
学
）
の
方
は
「
検
査
し
て
い
な
い
だ
け
で
、

日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
」「
今
か
ら
検
査
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
急

激
に
人
数
が
増
え
ま
す
。」
隣
の
人
が
感
染
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
み
た
い
で
す
。〉

〈
事
例
④
〉〈
二
月
二
十
八
日
、
東
京
・
葛
飾
区
在
住
の
中
高
教
員
時
代
の

教
え
子
Ｄ
さ
ん
（
五
〇
代
女
性
）
か
ら
〉〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
熱

に
弱
い
菌
ら
し
い
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
冷
た

い
飲
み
物
よ
り
は
温
か
い
飲
み
物
を
…
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
気
を
つ

け
て
…
っ
て
何
を
気
を
つ
け
た
ら
い
い
の
か
…
で
す
け
ど
ね
。〉

〈
事
例
⑤
〉〈
二
月
二
十
八
日
、
右
に
同
じ
。
Ｅ
さ
ん
（
五
〇
代
女
性
）
か
ら
〉

〈
の
ん
き
に
構
え
て
い
ま
す
が
、
町
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
消
え
ま

し
た
ね
。
デ
マ
が
拡
散
し
た
ら
し
い
で
す
が
…
。
困
っ
た
も
の
で
す
。〉

〈
事
例
⑥
〉〈
二
月
二
十
八
日
、
右
に
同
じ
。
Ｆ
さ
ん
（
五
〇
代
女
性
）
か

ら
〉〈
市
川
、
出
た
ら
し
い
ね
。
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
昨
日
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
と
に
か
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
摂
り
な
さ

い
と
。
Ｃ
は
流
れ
出
て
し
ま
う
の
で
、
一
日
、
七
五
〇
か
ら
一
〇
〇
〇
を

め
ど
に
、
三
時
間
お
き
に
く
ら
い
に
細
か
く
摂
る
と
良
い
そ
う
で
す
。
サ

プ
リ
嫌
い
な
人
は
、
良
質
な
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
テ
ィ
ー
を
飲
ん
だ
ら
身
ご
と

食
べ
る
と
良
い
そ
う
で
す
。
あ
と
は
睡
眠
。〉

〈
事
例
⑦
〉〈
右
に
同
じ
。
東
京
・
北
区
在
住
の
Ｇ
さ
ん
（
五
〇
代
女
性
）

か
ら
〉〈
仕
事
帰
り
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
寄
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
売
り

切
れ
で
し
た
。〉

事
例
①
〜
③
は
友
人
か
ら
、
事
例
④
〜
⑦
は
実
際
に
見
聞
・
体
験
し
た

教
え
子
か
ら
の
メ
ー
ル
で
あ
る
。
品
川
の
実
家
近
く
の
人
た
ち
に
、チ
エ
ー

ン
メ
ー
ル
（
発
信
源
不
明
）
で
知
っ
た
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
て
み

た
。ひ

と
つ
は
紙
製
品
で
あ
る
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
い
つ
も
な
ら
ば

店
頭
に
山
積
み
に
な
っ
て
い
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
、
紙
製
品
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
客
の

問
い
に
店
員
は
、「
毎
日
入
荷
し
ま
す
か
ら
…
」
と
答
え
て
い
た
。
店
頭
か

ら
紙
製
品
が
消
え
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
対
策
で
あ
る
。

「
冷
水
」「
冷
た
い
飲
み
物
」（
ジ
ュ
ー
ス
類
）
を
飲
む
よ
り
「
温
水
」「
温

か
い
飲
み
物
」（
ジ
ュ
ー
ス
類
）
を
飲
ん
だ
方
が
予
防
に
よ
い
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
寒
い
時
期
で
も
あ
っ
た
か
ら
「
冷
水
」
は
遠
慮
し

て
い
た
人
た
ち
も
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
情
報
を
得
た
人
た
ち
は
意
識
的
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に
「
温
水
」
を
選
択
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

二　
 

コ
ロ
ナ
禍
状
況
下
の
ハ
ナ
シ
の
発
生
2
・「
ア
マ
ビ
エ
」バ
ナ
シ

『
米
屋
陽
一　
民
話
・
伝
承
研
究
室
通
信
』（
以
後
、『
…
通
信
』
と
記
す
）

第
41
号
・
二
〇
二
〇
年
五
月
号
〜
十
月
号
に
掲
載
し
た
も
の
を
転
載
す
る
。

〈
事
例
〉
の
「
新
聞
」
は
『
東
京
新
聞
』
で
あ
る
。
そ
の
他
の
〈
事
例
〉
は

テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
、
個
人
に
届
い
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
お
よ
び
見
聞
に
よ
る
。

〈
事
例
⑧
〉「
新
聞
」
：
〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
！
―
コ
ロ

ナ
と
妖
怪
―
〉〈
妖
怪
ア
マ
ビ
エ
で
「
疫
病
退
散
‼
」〉〈
終
息
願
い
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
続
々
〉（
四
月
二
日
付
）

〈
事
例
⑨
〉「
新
聞
」
：
〈
ウ
イ
ル
ス
禍
と
文
化
〉〈
疫
病
と
信
仰　
小
松
和

彦
〉〈
絵
画
化
で
恐
怖
心
を
払
う
〉（
四
月
八
日
付
）

〈
事
例
⑩
〉「
新
聞
」
：〈
感
染
終
息
を
願
い

「
ア
マ
ビ
エ
」
あ
め
〉〈
台
東
の
金
太
郎
飴
本

店
が
販
売
〉（
四
月
十
九
日
付
）【
写
真
1
】

〈
事
例
⑪
〉「
新
聞
」：〈「
ア
マ
ビ
エ
」、
こ

い
の
ぼ
り
に　
沼
津
〉（
四
月
二
十
六
日
付
）

〈
事
例
⑫
〉「
勘
違
い
」
：〈「
ア
マ
ビ
エ
」

「
ア
マ
ビ
コ
」
―
〉〈
早
と
ち
り
・
勘
違
い

は
、「
ア
マ
エ
ビ=

甘
海
老
」
を
求
め
て

魚
屋
・
鮨
屋
へ
急
い
だ
よ
う
だ
（
知
人
の

鮨
店
経
営
者
の
話
）。

「
ア
マ
ビ
エ
」
は
「
ア
マ
ビ
コ
」
の
誤
記
説
が
有
力
だ
。〈
ア
マ
ビ
エ
と

は
先
行
す
る
ア
マ
ビ
コ
の
「
コ
」
の
字
を
「
ヱ
（
エ
）」
に
書
き
誤
っ
た
、

あ
る
い
は
意
図
的
に
改
変
し
た
亜
種
（
ネ
ッ
ト
・
長
野
栄
俊
）〉。
江
戸
期

の
早
と
ち
り
の
仕
業
か
も
し
れ
な
い
。

〈
あ
ま
び
こ
：
予
言
す
る
妖
怪
。
近
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
に
か
け
て
か

わ
ら
版
や
護
符
と
し
て
流
行
し
た
。
か
わ
ら
版
に
は
、
天
彦
が
現
れ
、
災

厄
の
予
言
と
そ
の
回
避
策
と
し
て
自
身
の
絵
姿
を
貼
り
置
く
よ
う
告
げ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
天
彦
の
図
像
が
現
れ
る
。
図
像
は
多
様
で
、
人
魚
や
猿

の
よ
う
な
形
状
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。〉（
小
松
和
彦
・
監
修
『
日
本
怪
異

妖
怪
大
事
典
』）

〈
事
例
⑬
〉「
ア
マ
ビ
エ
ポ
ス
タ
ー
」
：
〈
先
日
、
抜
け
ら
れ
な
い
会
議
の

た
め
、
市
川
市
（
千
葉
県
）
に
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
・
本
八
幡
駅
の
構

内
に
は
、
駅
員
手
作
り
の
「
ア
マ
ビ
エ
」「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
の
ポ
ス
タ
ー

が
貼
ら
れ
て
い
た
。「
疫
病
退
散
‼
」、
駅
員
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。〉

〈
事
例
⑭
〉「
新
聞
」
：
〈
ア
マ
ビ
エ
飴
〉〈
板
橋
・
大
山
の
商
店
街
配
布
〉

（
五
月
十
四
日
付
）

〈
事
例
⑮
〉「
新
聞
」
：
〈
平
穏
な
日
常
願
っ
て
「
ア
マ
ビ
エ
」
ラ
ベ
ル
〉

〈
福
生
の
酒
造
が
発
売
〉（
五
月
十
七
日
付
）

〈
事
例
⑯
〉「
新
聞
」
：
〈
ア
マ
ビ
エ
絵
柄
が
人
気
〉〈
江
戸
風
鈴
で
「
疫
病

退
散
！
」
江
戸
川
〉（
五
月
十
八
日
付
）

〈
事
例
⑰
〉「
新
聞
」
：
〈
病
流
行
の
時
、
私
の
写
し
を
人
々
に
見
せ
よ
〉

〈
水
木
し
げ
る
さ
ん　
ア
マ
ビ
エ
の
予
言
〉〈
ゆ
か
り
の
調
布
市
も
沸
騰
〉

（
五
月
二
十
一
日
付
）

【写真1】アマビエ飴・金太郎飴本店

〈
事
例
⑱
〉「
新
聞
」
：
〈「
ア
マ
ビ
エ
」
ラ
ベ
ル
の
ビ
ー
ル
発
売　
神
奈
川

県
厚
木
市
〉（
五
月
二
十
三
日
付
）

〈
事
例
⑲
〉「
新
聞
」
：
〈
ア
マ
ビ
エ
の
ご
利
益
を
〉〈
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
講

談
〉〈
似
て
る
⁈
師
匠
を
絵
に
〉（
五
月
二
十
九
日
付
）

〈
事
例
⑳
〉「
新
聞
」
：
〈「
ア
マ
ビ
エ
」
の
仲
間
？
〉〈
ア
マ
ビ
コ　
疫
病

退
散
願
い
〉〈
ア
マ
ビ
エ
だ
け
じ
ゃ
な
い
〉〈
足
利
学
校
古
文
書
の
絵
「
病

あ
わ
ず
」〉（
五
月
二
十
九
日
付
）

〈
事
例
㉑
〉「
ア
マ
ビ
エ
せ
ん
べ
い
」
：
〈「
ア
マ
ビ
エ
せ
ん
べ
い
」
を
発
売

し
ま
し
た　
埼
玉
・
春
日
部
〉

〈
事
例
㉒
〉「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
：
〈
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
〉〈
山
梨
県
立
博
物
館

（
笛
吹
市
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
し
た
不
思
議
な
鳥
の
絵
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」〉

〈「
私
の
姿
を
朝
夕
に
拝
め
ば
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
」
と
予
言
し

た
そ
う
で
す
。
江
戸
末
期
の
こ
と
で
す
。〉

〈
事
例
㉓
〉「
ア
マ
ビ
エ
音
頭
」
：
〈「
ア
マ
ビ
エ
音
頭
」
が
誕
生
し
た
。
妖

怪
・
ア
マ
ビ
エ
ゆ
か
り
の
地
は
熊
本
県
。
同
県
出
身
の
ダ
ン
サ
ー
・
振
付

師
の
古
家
優
里
さ
ん
が
、
振
付
・
作
詞
・
作
曲
し
た
。〈
お
や
こ
で
踊
ろ

う
！
お
う
ち
で
踊
ろ
う
！
〉
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

〈
事
例
㉔
〉「
切
手
で
貼
り
絵
」
：
〈
切
手
で
貼
り
絵
「
怖
す
ぎ
ア
マ
ビ
エ
」〉

〈「
病
気
退
散　
か
わ
い
く
て
は
だ
め
」〉〈「
日
本
郵
趣
協
会
」（
東
京
。
豊

島
区
）〉（
六
月
十
日
付
）

〈
事
例
㉕
〉「
ア
マ
ビ
エ
だ
る
ま
」
：
〈「
ア
マ
ビ
エ
だ
る
ま
」〉（
福
島
・
白

河
市
・
出
雲
）

〈
事
例
㉖
〉「
和
菓
子
ア
マ
ビ
エ
」
：
〈
和
菓
子
「
上
生
菓
子
ア
マ
ビ
エ
」

（
磯
子
風
月
堂
）。「
和
菓
子
ア
マ
ビ
エ
」

「
ア
マ
ビ
エ
饅
頭
」
は
、「
和
菓
子
処　

清
野
」（
東
京
・
大
田
区
）、「
菓
心　

桔
梗
屋
」（
川
崎
市
）、「
あ
わ
家
惣
兵

衛
」（
東
京
・
練
馬
区
）
な
ど
、
全
国

の
和
菓
子
店
で
各
種
発
売
さ
れ
て
い

る
。〉【
写
真
2
】

〈
事
例
㉗
〉「
書
籍
」
：
〈『
み
ん
な
の

ア
マ
ビ
エ
』
刊
行
。〉（
扶
桑
社
）

〈
事
例
㉘
〉「
ロ
シ
ア
人
形
」
：
〈
人

形
の
中
に
…
コ
ロ
ナ
克
服
の
未
来
〉〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
収

ま
る
こ
と
を
願
い
、
ロ
シ
ア
人
形
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
女
性
作
家
で
ロ
シ

ア
の
モ
ス
ク
ワ
州
に
住
む
イ
リ
ー
ナ
・
バ
ト
ル
シ
キ
ナ
さ
ん
が
、
疫
病
を

鎮
め
た
と
さ
れ
る
半
人
半
魚
の
日
本
の
「
ア
マ
ビ
エ
」
を
描
い
た
作
品
を

作
っ
た
。〉（
六
月
二
十
四
日
付
）

〈
事
例
㉙
〉「
畳
べ
り
」
：
〈
福
島
県
伊
達
市
梁
川
町
の
橘
内
畳
店
、
畳
べ

り
に
「
ア
マ
ビ
エ
」
が
描
か
れ
た
ミ
ニ
畳
を
制
作
〉

〈
事
例
㉚
〉「
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
：
〈
栃
木
県
壬
生
町
、
8
種
類
の
「
ア
マ

ビ
エ
」
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
三
〇
〇
組
）
が
で
き
た
。〉

〈
事
例
㉛
〉「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
：
〈
群
馬
県
高
山
村
、「
ア
マ
ビ
エ
」
の
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
が
で
き
た
。〉

〈
事
例
32
〉「
古
書
展
案
内
」
：
〈
四
月
下
旬
に
「
和
洋
会
古
書
展
」（
出
品

抄
・
5
月
29
日
㈮
30
日
㈯
・
会
場=

東
京
古
書
会
館
）
が
届
い
た
。
表
紙

【写真２】アマビエ饅頭・あわ家惣兵衛
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に
は
「
疫
病
退
散
」
の
文
字
と
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。〉

〈
事
例
33
〉「
新
聞
」
：
〈「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
に
は
、〈
☆
…
疫
病
を
は
ら

う
と
さ
れ
る
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」
を
ペ
イ
ン
ト
し
た
日
航
機
が
、
羽
田
と

大
阪
（
伊
丹
）・
那
覇
な
ど
を
結
ぶ
便
で
運
航
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
収
束
を
願
い
整
備
士
が
企
画
し
た
。〉〈
☆
…
ア
マ
ビ
エ
が
ペ
イ

ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
ボ
ー
イ
ン
グ
7
6
7
の
一
機
。
上
空
か
ら
世
の
中

を
見
守
れ
る
よ
う
、
機
体
の
「
お
な
か
」
の
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
。

…
…
会
員
制
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
は
「
見
つ
け
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
」
と
話

題
だ
。〉（
九
月
五
日
付
夕
刊
）

〈
事
例
34
〉「
新
聞
」
：
〈
親
子
で
学
ぶ
ぅ
・
社
会
編
〉〈
お
う
ち
で
手
作
り

ア
マ
ビ
エ
菓
子
〉
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
市
川
駅
構
内
の
店
舗
で
似
た
よ

う
な
和
菓
子
が
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
購
入
し
た
。〉（
九
月
十
一
日
付
）

【
写
真
2
】

〈
事
例
35
〉「
新
聞
」
：
〈
封
筒
に
包
む
夢
〉〈
江
東
「
封
筒
女
子
部
」
が
新

商
品
開
発
〉（
封
筒
メ
ー
カ
ー
の
女
子
社
員
）。〈「
マ
ス
ク
ふ
う
と
う
」
の

デ
ザ
イ
ン
は
三
種
類
。
妖
怪
・
ア
マ
ビ
エ
の
イ
ラ
ス
ト
は
部
員
が
考
え
た
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
「
か
わ
い
い
」
と
好
評
だ
。〉
十
月
三
十
一
日
付
は
、〈
ア

マ
ビ
エ
デ
ザ
イ
ン
の
消
毒
液
〉〈
墨
田　
町
工
場
と
伝
統
工
芸
が
コ
ラ
ボ
〉

〈
ま
か
不
思
議
な
力　
借
り
た
い
〉（
九
月
二
十
日
付
）

〈
事
例
36
〉「
ア
マ
ビ
エ
ぬ
り
絵
」
：
〈
葛
飾
八
幡
宮
（
千
葉
・
市
川
市
）

の
境
内
に
は
、「
疫
病
退
散
」
大
文
字
、「
一
日
も
早
い
終
息
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
」
の
小
文
字
、
下
方
に
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
絵
入
り
の
幟
が
数
多

く
立
て
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
幟
は
品
川
区
内
の
あ
ち
こ
ち
の
神
社
に
も
立

て
ら
れ
て
い
た
。
神
社
本
庁

が
配
っ
た
幟
か
も
し
れ
な
い
。

葛
飾
八
幡
宮
の
「
ア
マ
ビ
エ
」

の
ぬ
り
絵
は
、
地
域
で
は

ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
に
な
っ

て
い
る
。〉【
写
真
3
】

〈
事
例
37
〉「
巨
大
護
符
」
：

〈
Ｊ
Ｒ
本
八
幡
駅
利
用
者
で
あ

れ
ば
、
こ
の
神
社
の
存
在
を

知
ら
な
い
人
は
皆
無
に
等
し

い
だ
ろ
う
。
改
札
口
を
通
る

と
自
動
的
に
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
の
が
巨
大
護
符
で
あ

る
。〈
家
内
安
全　
無
病
息
災　
葛
飾
八
幡
宮
㊞
〉〈
疫
病
退
散　
葛
飾
八

幡
宮
㊞
〉〈
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
！　
葛
飾
八
幡
宮
㊞
〉
の
三
枚
の
巨
大
護

符
が
市
民
を
勇
気
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
横
に
は
、
色
が
塗
ら
れ
た

「
ア
マ
ビ
エ
」（
葛
飾
八
幡
宮
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
き
ま
し
た
。）
5
枚
が
貼
ら

れ
た
「
ア
マ
ビ
エ
ぬ
り
え
」
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。〈
葛
飾
八
幡

宮
「
は
ち
ま
ん
さ
ま
」
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。〉

〈
事
例
38
〉「
ア
マ
ビ
エ
の
掲
示
」
：
〈
戸
建
て
の
住
宅
の
玄
関
・
ド
ア
に

色
つ
き
の
「
ア
マ
ビ
エ
」
ぬ
り
絵
〉
が
何
軒
も
貼
っ
て
あ
る
の
を
見
か
け

た
。
付
近
の
町
会=

自
治
会
・
商
店
街
掲
示
板
に
も
色
つ
き
の
「
ア
マ
ビ

エ
」
ぬ
り
絵
が
貼
っ
て
あ
っ
た
（
別
の
「
ア
マ
ビ
エ
」
図
も
あ
っ
た
）。〉

【写真３】アマビエぬり絵・葛飾八幡宮

〈
事
例
39
〉〈
商
店
街
の
呉
服
店
・
洋
装
店
に
は
、「
ア
マ
ビ
エ
」
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
手
ぬ
ぐ
い
が
並
び
、
販
売
さ
れ
て
い
た
。〉

〈
事
例
40
〉「
ア
マ
ビ
エ
絵
は
が
き
」
：
〈
筆
者
の
知
人
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

山
田
純
大
氏
（
横
浜
市
港
北
区
在
住
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
除
け
・

疫
病
退
散
「
ア
マ
ビ
エ
御
守
絵
は
が
き
」
を
制
作
し
、
友
人
、
知
人
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
配
ら
れ
た
。
受
け
取
っ
た
人
た
ち
は
、

部
屋
の
壁
面
に
貼
っ
た
り
本
の
間
に
挟
ん
だ
り
し
て
、
安
寧
を
約
束
す
る

御
守
に
な
っ
て
い
る
。〉【
写
真
4
】

〈
事
例
41
〉「
陶
芸
ア

マ
ビ
エ
」
：
〈
筆
者

の
知
人
で
民
話
・
民

俗
に
精
通
し
て
い
る

陶
芸
家
・
髙
橋
協
子

氏
（
茨
城
県
笠
間
市

在
住
）
は
、「
狐
の
嫁

入
り
」「
百
鬼
夜
行
」
や
地
域
の
民
話
・
伝
承
を
題
材
に
し
た
作
品
を
次
々

に
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
春
に
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
制
作
に

着
手
し
て
い
た
。
展
示
会
場
で
は
合
掌
す
る
人
も
見
か
け
た
。「
ア
マ
ビ
エ
」

ブ
ー
ム
に
な
り
、
買
い
求
め
る
人
が
増
え
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
「
ア

マ
ビ
エ
」
を
想
像
し
制
作
し
た
。
購
入
者
・
注
文
者
が
意
外
な
ほ
ど
多
く
な

り
、
現
在
も
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
新
作
に
挑
戦
し
て
い
る
と
い
う
。〉【
写
真
5
】

〈
事
例
42
〉「
ア
マ
ビ
エ
か
か
し
」
：
〈「
第
33
回
里
美
か
か
し
祭
」（
茨
城
県

常
陸
太
田
市
）
を
訪
れ
る
と
、「
ア
マ
ビ
エ
か
か
し
」
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
た
。
そ
の
中
に
は
地
元

小
学
生
が
制
作
し
た
力
作

も
あ
っ
た
。〉【
写
真
6
】

事
例
⑧
〜
42
は
、
こ
れ

ま
で
に
届
い
た
ア
マ
ビ
エ

情
報
で
あ
る
。
十
一
月
二

日
は
初
酉
の
日
、
一
の
酉

で
あ
っ
た
。
鷲
（
お
お
と

り
）
神
社
（
東
京
・
台
東

区
）
の
境
内
に
は
例
年
通

【写真4】アマビエ御守絵はが
き・デザイナー・山田純大制作

【写真５】アマビエ・陶芸家・髙橋協子制作

【写真６】
「第33回里美かかし祭」作品展示・アマビエ
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り
露
店
が
並
ん
だ
。
疫
病
退

散
の
願
い
を
込
め
た
「
ア
マ

ビ
エ
」
を
あ
し
ら
っ
た
熊
手

も
登
場
し
た
。「
ア
マ
ビ
エ
熊

手
」
の
次
は
、
歳
末
の
羽
子

板
市
。「
ア
マ
ビ
エ
羽
子
板
」

が
登
場
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
ア
マ
ビ
エ
」
年
賀
状
、「
ア

マ
ビ
エ
」
ス
タ
ン
プ
、「
ア
マ

ビ
エ
土
鈴
」（
東
京
・
深
大
寺
）

は
、
す
で
に
出
来
あ
が
っ
て

い
る
。

「
ア
マ
ビ
エ
」
ブ
ー
ム
は
続
い
て
い
る
。
今
日
版
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
春
夏

秋
冬
版
は
、
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
感
が
あ
る
。
日
本
列
島
に
暮
ら
す
人
び
と
の

衣
・
食
・
住
の
な
か
に
「
ア
マ
ビ
エ
」
は
浸
透
し
、
今
や
一
色
に
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
つ
つ
あ
る
。「
ア
マ
ビ
エ
」
は
、
短
時
間
で
し
か
も
日
本
列
島
全
域

に
異
常
な
く
ら
い
に
沸
騰
し
、
拡
散
し
て
い
っ
た
。
近
現
代
史
を
ひ
も
解

い
て
も
皆
無
の
社
会
的
現
象
で
あ
る
。

「
ア
マ
ビ
エ
」
の
出
自
は
、
過
去
に
流
行
し
た
「
口
裂
け
女
」
や
「
学
校

の
怪
談
」
の
数
々
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
出
自
・
由
来

や
今
日
的
な
意
義
を
解
く
た
め
に
は
、
根
底
に
あ
る
先
が
見
え
な
い
「
コ

ロ
ナ
禍
」
に
お
び
え
る
日
本
人
の
心
性
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
世
界
で

二
十
万
本
超
の
論
文
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
）
と
い
う
が
ワ

ク
チ
ン
は
未
開
発
状
態
で
あ
る
。
未
だ
創
り
出
す
こ
と
の
で
き
ぬ
新
し
い

生
活
様
式
の
戸
惑
い
を
、
私
ど
も
は
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ

う
。
資
料
の
収
集
・
整
理
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

三　
コ
ロ
ナ
禍
状
況
下
の
ハ
ナ
シ
の
発
生
3
・「
マ
ス
ク
」
バ
ナ
シ

『
…
通
信
』
第
41
号
（
二
〇
二
〇
年
五
月
号
）
か
ら
「
新
世
界
の
お
笑

い
・
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
連
載
。〈
事
例
〉
番
号
を
付
し
て
転
載
す
る
。

〈
事
例
43
〉「
マ
ス
ク
」
：
〈「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
か
ら
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」

へ
、
そ
し
て
、「
ア
ベ
ノ
リ
ス
ク
」
へ
：
あ
ち
こ
ち
の
新
聞
で
笑
い
が
沸
騰
。

欧
米
諸
国
か
ら
も
。「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
は
寸
足
ら
ず
。
首
相
は
テ
レ
ビ
の

画
面
で
堂
々
と
。
他
の
閣
僚
は
大
き
な
マ
ス
ク
。
こ
の
差
は
何
だ
。「
小
学

生
に
あ
げ
よ
う
か
な
⁈
」
の
声
。
配
布
さ
れ
た
妊
婦
向
け
布
マ
ス
ク
（
不

良
品
約
3
万
枚
）・
全
世
帯
向
け
の
布
マ
ス
ク
は
海
外
で
製
造
。
不
良
品
続

出
で
回
収
。
4
％
し
か
配
布
せ
ず
。〉（
五
月
二
十
八
日
現
在
）

〈
事
例
44
〉「
シ
ャ
ー
プ
の
マ
ス
ク
」
：
〈
電
機
メ
ー
カ
ー
「
シ
ャ
ー
プ
」

は
、
創
業
1
0
7
年
。「
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商
品
は
マ
ス
ク
」。〉

〈
事
例
45
〉「
冷
や
し
マ
ス
ク
」
：
〈
別
名
「
ナ
ツ
ノ
マ
ス
ク
」。
コ
ロ
ナ
の

夏
、「
冷
や
し
マ
ス
ク
は
、
い
ら
ん
か
ね
ぇ
！
」。
高
価
で
も
売
れ
て
い
ま

す
。
発
売
開
始
の
頃
、
高
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に
温
か
く
な
っ
て

し
ま
う
欠
陥
商
品
。「
マ
ス
ク
は
欠
陥
が
よ
く
似
合
う
。」〉

〈
事
例
46
〉「
中
国
製
ダ
メ
ナ
マ
ス
ク
」
：
〈
ひ
も
が
輪
っ
か
状
に
つ
な
が
っ

て
い
る
・
ひ
も
が
す
ぐ
と
れ
る
・
す
ぐ
裂
け
る
…
…
と
い
う
マ
ス
ク
が
大

【写真6】

量
に
出
回
り
始
め
ま
し
た
。
中
国
の
闇
工
場
で
生
産
さ
れ
日
本
へ
。〉

〈
事
例
47
〉「
演
奏
マ
ス
ク
」
：
〈
吹
奏
楽
専
用
の
「
演
奏
マ
ス
ク
」
を
発

明
。
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
練
習
に
使
用
開
始
。〉

〈
事
例
48
〉「
恐
怖
の
マ
ス
ク
」
：
〈『
…
通
信
』
第
46
号
（
同
十
月
号
）
か

ら
転
載
。〉〈
コ
ロ
ナ
禍
は
恐
怖
だ
が
、
天
然
温
泉
・
銭
湯
の
洗
い
場
・
内

湯
・
露
天
風
呂
に
マ
ス
ク
着
用
の
人
物
も
恐
怖
だ
。
忍
耐
力
テ
ス
ト
な
の

か
、
我
慢
大
会
な
の
か
、
熱
中
症
・
湯
あ
た
り
を
心
配
し
た
。
一
人
は

二
〇
代
半
ば
と
い
う
感
じ
、
も
う
一
人
は
四
〇
代
後
半
と
い
う
感
じ
。
洗

髪
の
時
も
体
を
洗
っ
て
い
る
時
も
、
マ
ス
ク
は
外
さ
な
い
。
興
味
が
あ
っ

た
の
で
、
見
な
い
ふ
り
し
て
見
て
い
た
の
だ
っ
た
。
複
数
回
も
目
撃
し
て

い
る
訳
だ
か
ら
、
常
習
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
湯
に
浸
か
っ
て
額
か
ら

汗
を
ダ
ラ
ダ
ラ
と
流
し
、
時
々
マ
ス
ク
を
外
し
て
雑
巾
の
よ
う
に
絞
っ
て

い
る
。〉

〈
事
例
49
〉「
マ
ス
ク
で
喧
嘩
」
：
〈「
恐
怖
の
マ
ス
ク
」
後
日
談
〉〈
あ
る

日
、
い
つ
も
の
銭
湯
の
露
天
風
呂
に
行
く
と
、
例
の
四
〇
代
後
半
の
マ
ス

ク
男
が
二
〇
代
半
ば
の
若
者
を
注
意
し
て
い
た
。
聞
こ
え
た
話
を
総
合
す

る
と
こ
う
だ
。
若
者
が
湯
船
に
つ
か
っ
て
い
る
と
鼻
水
が
た
れ
て
き
た
。

手
鼻
を
か
ん
で
湯
船
で
ゆ
す
い
だ
。
そ
れ
を
目
の
前
で
見
て
い
た
マ
ス
ク

男
は
、「
汚
い
か
ら
や
め
ろ
」
と
注
意
し
た
。
若
者
が
嘘
で
も
い
い
か
ら
、

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
謝
れ
ば
こ
と
は
済
ん
だ
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、「
鼻

水
が
た
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
し
ょ
う
が
ね
ぇ
だ
ろ
う
」
と
居
直
っ
た
。

マ
ス
ク
男
は
自
身
が
な
ぜ
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
か
の
説
明
を
し
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
・
花
粉
症
あ
り
、
温
度
差
で
鼻
水
、
し
た
が
っ
て
他
人
に
迷

惑
を
か
け
る
か
ら
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
若
者

に
マ
ス
ク
着
用
を
す
す
め
た
が
、
口
喧
嘩
に
発
展
、
二
人
は
脱
衣
場
へ
移

動
し
た
。
そ
し
て
移
動
の
途
中
で
、「
小
突
い
た
」「
小
突
い
て
い
な
い
」

の
言
い
争
い
。
銭
湯
経
営
者
が
掛
け
つ
け
て
間
に
入
っ
た
。「
警
察
を
呼
べ
」

「
呼
ぶ
必
要
は
な
い
」
の
に
ら
み
合
い
が
続
い
た
。〉

〈
事
例
50
〉「
マ
ス
ク
で
仮
装
」
：
〈
今
年
の
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
（
十
月

三
十
一
日
）
は
、
仮
装
の
人
出
は
ほ
と
ん
ど
な
し
。
マ
ス
ク
で
仮
装
、
お

う
ち
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
。〉

〈
事
例
〇 51
〉「
居
酒
屋
マ
ス
ク
の
常
識
」
：
〈
新
し
い
生
活
様
式
の
飲
食
店

で
の
宴
会
・
会
食
・
飲
み
会
。
新
し
い
マ
ス
ク
着
用
で
入
店
・
入
室
。
隣

席
に
は
透
明
な
ア
ク
リ
ル
・
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ク
リ
ル
・
ガ
ー
ド
ス

タ
ン
ド
（
つ
い
た
て
・
間
仕
切
り
）、
真
向
い
の
席
は
避
け
て
対
角
線
上
の

席
。
乾
杯
ま
で
外
さ
な
い
。
飲
食
す
る
時
（
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
）
の
み

マ
ス
ク
を
外
す
。
外
し
た
マ
ス
ク
は
テ
ー
ブ
ル
上
に
は
置
か
な
い
。
終
了

後
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
帰
宅
。〉

〈
事
例
〇  52 
〉「
口
パ
ク
マ
ス
ク
」
：
〈
マ
ス
ク
着
用
の
ま
ま
飲
食
可
能
な
「
口

パ
ク
マ
ス
ク
」
を
発
明
。
飲
食
店
で
販
売
開
始
。〉

〈
事
例
〇  53
〉「
マ
ス
ク
な
し
は
乗
車
拒
否
」
：
〈
乗
車
拒
否
Ｏ
Ｋ
、
都
内
タ

ク
シ
ー
申
請
、
国
認
可
。〉

〈
事
例
〇  54 
〉「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ス
ク
専
門
店
」
：
〈「
防
寒
マ
ス
ク
」
か
ら

「
防
感
（
染
）
マ
ス
ク
」
へ
。
そ
し
て
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ス
ク
」
へ
。

「
絹
マ
ス
ク
」（
全
十
色
）、「
冬
の
お
し
ゃ
れ
、
ス
エ
ー
ド
＆
シ
ル
ク
」（
全

四
色
）
の
新
聞
広
告
。〉
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〈
事
例
〇  55
〉「
マ
ス
ク
で
抗
議
」
：
〈
大
坂
な
お
み
選
手
、
全
米
テ
ニ
ス
決

勝
で
勝
利
し
、
二
度
目
の
制
覇
を
な
し
と
げ
た
。
貫
い
た
信
念
、
反
人
種

差
別
、
マ
ス
ク
で
発
信
。
黒
人
犠
牲
者
の
氏
名
を
書
い
た
マ
ス
ク
を
着
用

し
た
。〉

マ
ス
ク
の
百
花
繚
乱
時
代
が
始
ま
っ
て
い
る
。
十
月
の
あ
る
日
の
昼
間
、

Ｊ
Ｒ
山
手
線
に
乗
車
し
た
。
そ
の
車
両
の
椅
子
席
は
ほ
ぼ
満
席
。
全
員
が

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
。
形
は
別
と
し
て
色
彩
の
人
数
を
調
べ
て
み
た
。

自
身
も
含
め
「
白
」
は
圧
倒
的
多
数
・
約
80
％
、
次
に
「
黒
・
灰
色
・
濃

紺
・
モ
ス
グ
リ
ー
ン
系
」
は
約
15
％
、「
柄
系
」
は
約
5
％
の
結
果
で
あ
っ

た
。車

内
で
も
町
中
で
も
相
変
わ
ら
ず
「
鼻
だ
し
マ
ス
ク
」「
あ
ご
マ
ス
ク
」

ス
タ
イ
ル
を
見
か
け
る
が
、
店
内
、
車
内
で
は
そ
れ
を
避
け
ね
ば
な
る
ま

い
。
使
い
捨
て
マ
ス
ク
の
ポ
イ
捨
て
も
止
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
都
内
の
道

端
に
は
、
ポ
イ
捨
て
マ
ス
ク
が
散
乱
し
始
め
て
い
る
。
風
が
吹
く
と
飛
ば

さ
れ
て
い
る
。
新
東
京
名
物
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

河
川
・
海
岸
な
ど
の
水
域
に
も
、
ポ
イ
捨
て
マ
ス
ク
が
散
乱
し
始
め
て

い
る
。
使
い
捨
て
マ
ス
ク
の
原
料
は
、
多
く
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
世
界
規

模
の
需
要
増
大
、
生
産
量
拡
大
。
ポ
イ
捨
て
。
微
細
な
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
化
し
て
海
洋
生
物
の
体
内
へ
。
世
界
の
海
底
に
毎
年
八
百
万
ト
ン

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
（
推
定
）。
こ
の
悪
循
環
を
ど
う
す
る
の
か
。

マ
ス
ク
は
肌
着
の
ひ
と
つ
に
加
わ
っ
た
。
マ
ス
ク
が
な
い
と
生
き
て
は

い
け
な
い
時
代
に
、
日
本
・
世
界
は
突
入
し
て
い
る
。
マ
ス
ク
が
必
要
だ

か
ら
こ
そ
、
マ
ス
ク
の
こ
と
を
考
え
続
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
が
新
し

い
日
常
、
新
し
い
生
活
様
式
の
ひ
と
つ
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

四　
笑
顔
の
復
権 

―「
マ
ス
ク
」
か
ら
「
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
」へ
―

九
月
九
日
、
中
高
教
員
時
代
の
教
え
子
の
Ｕ
さ
ん
が
勤
務
す
る
「
柴
又

帝
釈
天
附
属
ル
ン
ビ
ニ
ー
幼
稚
園
」（
東
京
・
葛
飾
区
）
を
訪
ね
た
。
六
月

の
幼
稚
園
再
開
と
同
時
に
全
教
職
員
の
「
マ
ス
ク
」
を
外
さ
せ
、「
マ
ウ
ス

シ
ー
ル
ド
」
に
切
り
替
え
、
園
側
か
ら
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
。

全
国
に
先
駆
け
て
の
実
践
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
惑
し
き
っ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
、
教
職
員
を
精
神
的
に
支
え
、
安
心
を
提
供
し
た
の
で
あ
っ

た
。「
マ
ス
ク
」
か
ら
「
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
」
へ
移
行
し
た
園
長
の
英
断
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
外
し
た
の
か
の
理
由
を
詳
し
く
知
り
た

か
っ
た
。
Ｕ
さ
ん
は
筆
者
の
意
図
を
園
長
に
伝
え
た
と
い
う
。

幼
・
小
・
中
・
高
の
対
面
授
業
が
再
開
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大

学
の
対
面
授
業
は
ほ
と
ん
ど
再
開
し
な
か
っ
た
。
今
年
度
の
新
入
生
は
大

学
の
対
面
授
業
を
知
ら
な
い
。
つ
ま
ら
な
い
大
学
生
活
に
別
れ
を
告
げ
た

学
生
も
い
る
。「
授
業
料
を
返
し
て
ほ
し
い
」「
高
校
ま
で
対
面
授
業
が
再

開
し
た
の
に
、
大
学
は
ど
う
し
て
再
開
し
な
い
の
か
」「
対
面
授
業
を
早
く

や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
医
学
的

な
立
場
か
ら
の
見
解
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

「
対
面
」
の
原
点
は
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
爺
婆
か
ら
昔
話
を
聞
い
た
伝
統

的
な
伝
承
の
語
り
の
場
や
幼
稚
園
の
日
々
の
実
践
の
な
か
に
あ
っ
た
。
小

さ
な
部
屋
で
こ
じ
ん
ま
り
し
た
新
し
い
語
り
の
場
は
、
三
密
そ
の
も
の
で

あ
る
か
ら
自
粛
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幼
稚
園
の
実
践
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
多
々
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
演
奏
会
が
軒
並
み
に
中
止
に
な
っ
て
い
る
。
指
揮

者
の
佐
渡
裕
氏
は
「
な
ぜ
音
楽
が
必
要
な
の
か
」、
原
点
に
も
ど
る
問
い
か

け
を
し
て
い
る
。
演
奏
、
拍
手
、「
空
気
の
振
動
」
の
意
味
を
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
日
常
を
振
り
返
る
。
語
り
の

場
の
対
面
、
幼
稚
園
の
対
面
、
対
面
授
業
、
生
の
声
・
音
の
必
要
性
・
重

要
性
は
、「
空
気
の
振
動
」
に
深
い
意
味
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。「
な
ぜ
語
り
が
必
要
な
の
か
」
を
改
め
て
問
う
て
み
た
い
。

早
崎
淳
晃
園
長
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

〈
未
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
達
に
は
、
希
望
へ
と
つ
な
が
る
環
境
の
中

で
育
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
っ
て
い
る
。
幼
稚
園
は
四
月
の
緊
急
事
態
宣

言
以
来
、
ご
家
庭
に
登
園
の
自
粛
を
お
願
い
し
、
出
来
る
だ
け
家
庭
で
保

育
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
促
し
た
。

し
か
し
、
六
月
の
再
開
を
め
ど
に
子
ど
も
達
が
園
に
帰
っ
て
く
る
が
、

保
育
界
で
は
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
子
ど
も
達
の
心

身
と
も
に
健
や
か
な
発
達
に
は
、「
ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
人
と
人
の
心
と
身

体
の
密
着
が
、
と
て
も
重
要
だ
と
説
い
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

人
は
「
ふ
れ
あ
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
悲
し
み
や
痛
み
を
癒
し
、
不
安
を
安

心
に
変
え
、
喜
び
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ふ
れ
あ
い
」
は
、
人
と

し
て
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
経
験
の
積
み
重

ね
は
、
人
間
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
豊
か
な
社
会
性
を
持
っ
た
人
格
を
形
成

す
る
基
礎
を
つ
く
る
も
の
と
し
て
、保
育
の
現
場
で
意
識
的
に
「
ふ
れ
あ
い
」

を
取
り
入
れ
、
親
に
も
そ
の
大
切
さ
を
積
極
的
に
啓
発
し
て
き
た
。

し
か
し
、
感
染
防
止
の
た
め
に
人
と
の
間
隔
は
二
メ
ー
ト
ル
空
け
接
触

を
避
け
、
食
事
の
時
は
対
面
で
は
な
く
横
並
び
に
座
る
。
日
常
的
に
マ
ス

ク
を
し
て
会
話
す
る
と
い
う
新
し
い
生
活
様
式
を
現
状
で
は
仕
方
な
い
と

割
り
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
る
。
子
ど
も
達
は
、
関
わ
る
人
に
よ
っ

て
価
値
観
を
学
び
人
生
観
を
習
得
し
て
い
く
と
思
う
と
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
、

密
着
す
る
こ
と
が
「
悪
い
こ
と
」「
怖
い
こ
と
」
と
い
う
意
識
だ
け
は
植
え

付
け
て
は
い
け
な
い
と
心
か
ら
思
う
。（
中
略
）

人
間
は
様
々
な
感
情
を
発
信
で
き
る
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
感

情
豊
か
に
育
つ
こ
の
時
代
を
、い
ち
ば
ん
支
え
る
べ
き
保
育
者
が
「
マ
ス
ク
」

で
感
情
表
現
を
覆
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
弊
害
を
、
本
当
に
心
配
し
そ
の
対

処
を
模
索
し
た
。
子
ど
も
が
「
自
分
は
自
分
！
他
の
も
の
で
な
い
自
分
を
生

き
て
い
く
」
と
い
う
生
き
る
根
源=

自
分
へ
の
信
頼
を
学
ぶ
時
期
に
、
信
頼

で
き
る
人
か
ら
も
ら
う
「
笑
顔
」
が
答
え
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。
こ
れ
は

相
互
作
用
で
、
両
者
が
共
に
有
す
る
こ
と
と
考
え
る
。「
教
育
」
は
「
共
育
」。

子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
私
達
も
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
今
日
も
あ
の
マ
ス
ク
（
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
）
を

つ
け
「
笑
顔
」
で
恩
返
し
…
な
の
か
も
し
れ
な
い
。〉

五　
お
わ
り
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
び
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
日
々
で
あ
る
。
新
し
い
生

活
様
式
が
で
き
ぬ
ま
ま
半
年
が
過
ぎ
た
。
四
月
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」。
五
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月
、
教
え
子
の
結
婚
式
・
案
内
状
が
届
い
て
い
た
が
、
中
止
を
告
げ
ら
れ

た
。
四
〜
八
月
、
会
合
・
研
究
会
・
温
泉
の
旅
・
祭
見
学
・
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
す
べ
て
中
止
。
九
月
、
氏
神
さ
ま
の
例
大
祭
中
止
…
。

同
月
、
義
弟
の
葬
儀
（
千
葉
・
市
川
市
）、
十
月
、
納
骨
。
十
一
月
、
母

の
七
回
忌
の
法
事
（
東
京
・
大
田
区
）。
親
し
い
方
の
死
の
知
ら
せ
は
届
か

な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
状
況
下
の
衣
食
住
、
冠
婚
葬
祭
に
ふ
れ
て
は
き
た

が
、
心
の
準
備
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
新
た
な
民
俗

の
始
ま
り
に
遭
遇
し
、
戸
惑
っ
て
い
る
自
身
が
い
た
の
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
自
殺
、
コ
ロ
ナ
児
童
虐
待
、
コ
ロ
ナ
Ｄ
Ｖ
、
コ
ロ
ナ
離
婚
、
コ

ロ
ナ
生
活
困
窮
者
、
コ
ロ
ナ
退
学
（
大
学
）
が
急
増
し
て
い
る
と
い
う
。

周
辺
を
見
渡
す
と
大
方
の
人
は
長
期
戦
に
の
ん
び
り
構
え
て
は
い
る
が
、

ほ
ん
の
一
部
は
殺
気
立
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
犯
罪
も
続
い
て
い
る
。

東
京
・
品
川
、
荏
原
町
商
店
街
振
興
組
合
は
、
商
店
街
に
立
て
看
板
を
立

て
て
い
る
。〈
み
ん
な
が
不
安
な
ん
で
す
。〉〈
批
判
で
な
く
応
援
＆
助
け
合

い
で
！
〉〈
＊
長
引
く
状
況
下
で
の
疲
弊
と
と
も
に
不
安
と
恐
怖
心
あ
り
ま

す
よ
ね
。
誹
謗
中
傷
な
ど
で
コ
ロ
ナ
で
な
い
被
害
も
拡
大
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
せ
。〉
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。〈
人
を
傷
つ
け
る
の
で
は
な
く
思

い
や
る
〉
こ
と
の
大
切
さ
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
発
信
し
続
け
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
状
況
の
な
か
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
や

ろ
う
と
「
研
究
ノ
ー
ト
」
執
筆
を
決
意
し
た
。
し
か
し
、
未
だ
に
新
し
い

生
活
様
式
は
見
え
て
こ
な
い
。
図
書
館
や
都
心
の
書
店
に
は
行
け
ず
に
い

る
。
切
り
抜
き
は
『
東
京
新
聞
』
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
書
籍
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
ネ
ッ
ト
ま
で
は
手
が
伸
び
て
い
な
い
。
現
段
階
は
資
料
の
収
集
・

分
類
・
整
理
の
入
り
口
程
度
の
提
示
に
過
ぎ
な
い
。「
ハ
ナ
シ
の
発
生
・
笑

い
全
般
」「
な
ぞ
掛
け
」
は
割
愛
し
た
。
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
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・
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米
屋
陽
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伝
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究
室
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信
』
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号 
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〇
二
〇
年
五
月

号
〜
十
月
号 

米
屋
陽
一
民
話
・
伝
承
研
究
室

『
東
京
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
五
月
〜
十
月　
中
日
新
聞
東
京
本
社

拙
稿
「
疱
瘡
除
け
を
願
い　
昔
話
に
託
し
た
民
の
心
」『
大
人
が
読
み
た
い
昔

話
』
二
〇
一
二
年　
三
栄

拙
稿
「
伝
承
の
魅
力
―
民
話
・
絵
本
語
り
の
文
学
史
―
」『
今
だ
か
ら
読
み

た
い
昔
話
』
二
〇
二
〇
年　
三
栄

拙
稿
「
近
世
の
赤
本
か
ら
近
代
の
赤
本
へ
―
疱
瘡
除
け
の
願
い
を
中
心
に

―
」、
第
二
回
イ
ン
ド
・
日
本
比
較
文
化
研
究
セ
ミ
ナ
ー
（
イ
ン
ド
・
ジ
ャ

ワ
ハ
ル
ラ
ー
ル
・
ネ
ル
ー
大
学
・
二
〇
一
四
年
）
講
演
（
草
稿
）

追
記　
J
T
B
総
合
研
究
所
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日
、

「
ア
マ
ビ
エ
に
関
す
る
調
査
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を

実
施
し
、
二
九
七
四
サ
ン
プ
ル
を
得
た
。
河
野
ま
ゆ
子
主
席
研
究
員
は
〈
ア

マ
ビ
エ
ブ
ー
ム
に
み
る
「
伝
承
」
の
価
値
〉
と
し
て
分
析
・
発
信
（
四
月

十
五
日
更
新
）
し
て
い
る
。
N
H
K
テ
レ
ビ
〈
視
点
・
論
点
〉
で
も
放
送

さ
れ
た
。『
東
京
新
聞
』
は
〈
ア
マ
ビ
エ
江
戸
後
期
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
？
〉〈
売
る
た
め
瓦
版
屋
が
創
作
か
〉〈
熊
本
に
は
該
当
の
伝
承
な
し
〉

の
見
出
し
を
掲
げ
詳
述
し
て
い
る
。（
二
〇
二
一
年
二
月
三
日
付
夕
刊
）

 

（
よ
ね
や
・
よ
う
い
ち
／
日
本
民
話
の
会
）

は
じ
め
に

世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
千
葉
県
市
川
市
で
も
、

二
〇
二
〇
年
二
月
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
利
用
者
か
ら
県
内
初
の
陽
性
者
ク

ラ
ス
タ
ー
が
報
告
さ
れ
、
公
共
施
設
の
利
用
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
多
く
が

制
限
さ
れ
る
時
期
が
続
い
た
。
か
つ
て
の
人
々
も
、
現
在
の
我
々
が
「
科

学
的
」
と
見
做
す
も
の
と
は
違
う
術
で
、
病
疫
に
対
処
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
口
承
文
芸
の
な
か
か
ら
、〈
病
疫
伝
承
〉
と
し
て
読
み
解
く
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
市
川
市
の
〈
病
疫
伝
承
〉
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

二
〇
二
〇
年
の
市
川
で
の
ア
マ
ビ
エ
の
流
行
状
況
と
、
私
の
所
属
す
る
市

川
民
話
の
会
の
活
動
を
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
だ
決
定
的
な
治
療
法

が
見
当
た
ら
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
と
共
生
し
て
い
く
こ
れ
か

ら
の
生
活
の
在
り
よ
う
を
見
つ
め
な
お
す
縁よ
す
がと

し
た
い
。

【
緊
急
特
集
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
と
口
承
文
芸
研
究
】

千
葉
県
市
川
市
の〈
病
疫
伝
承
〉と
二
〇
二
〇
年
の
伝
承
動
態

根 

岸　
英 
之

一
．
病
を
治
す
桜
の
霊
場
・
妙
正
大
明
神

　
　

 

―
北
方
町
・
妙
正
寺
の
霊
験
―

北ぼ
っ
け
ま
ち
せ
ん
ぞ
く

方
町
千
足
の
妙
み
ょ
う
し
ょ
う正
寺
は
、
昔
は
重
く
恐
ろ
し
い
病
と
さ
れ
た

「
疱ほ
う
そ
う瘡

」（
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
天
然
痘
）
に
ご
利
益
の
あ
る

寺
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
い
く
通
り
か
の
語
ら
れ
方
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
寺
の
縁
起
に
基
づ
い
て
紹
介
す
る
。

鎌
倉
時
代
、
日
蓮
聖
人
が
若
宮
の
法
華
堂
で
百
日
説
法
を
し
た
と
き
、

千
足
池
の
主
は
老
婦
の
姿
と
な
っ
て
通
い
、
満
日
に
次
の
よ
う
に
所
望
す

る
。〈

先
の
老
婦
大
聖
人
に
本
尊
及
法
号
並
に
法
華
経
一
部
八
軸
を
賜
ら
ん
事

を
希
こ
ひ
ね
がふ

。
且
つ
大
聖
人
に
述
べ
て
曰
く
、「
我
必
ず
当ま
さ

に
末
世
の
児こ
ど
も童

を

守
護
す
べ
し
」
と
。
斯
く
誓
ひ
し
か
ば
、
大
聖
人
直
に
「
疱
瘡
守
護
の
誓

約
、
妙
正
に
授
与
す
る
な
り
」
と
記
し
た
る
曼
陀
羅
を
与
へ
、
名
を
『
妙

正
』
と
授
け
、
八
軸
の
法
華
経
を
賜
ふ
。〉（「
宗
祖
櫻
之
霊
場
縁
起
」
刊
行


